
９
月
４
日
（
月
）
中
国
社
会
科
学
院

の
一
行
が
表
敬
訪
問
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

樊
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
院
副
院
長
、

賀
副
主
任
、
朱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
建
設
セ

ン
タ
ー
秘
書
長
、
候
経
済
社
会
発
展
研

究
セ
ン
タ
ー
副
主
任
と
今
回
紹
介
い
た

だ
い
た
、
大
阪
在
住
の
雷
盛
華
さ
ん
の

５
名
で
す
。
府
連
は
渡
辺
会
長
、
山
本

副
会
長
、
澤
野
井
事
務
局
次
長
、
平
松

常
任
理
事
、
石
井
常
任
理
事
が
対
応
し

ま
し
た
。
冒
頭
、
樊
副
院
長
、
渡
辺
会

長
の
挨
拶
に
続
き
、
山
本
副
会
長
に
よ

る
府
連
の
活
動
を
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
意
見
交
換
は
次

の
通
り
で
す
。

（
府
連
）
中
日
友
好
協

会
で
は
な
く
、
政
府
の

シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
民
間

の
友
好
団
体
を
表
敬
訪

問
す
る
の
は
珍
し
い
こ

と
で
す
ね
。

（
社
会
科
学
院
）
９
月

末
に
来
日
し
東
京
で
社

会
主
義
協
会
や
政
府
系

の
友
好
団
体
と
交
流
し

て
き
ま
し
た
。
貴
協
会

は
各
都
道
府
県
に
支
部
・

連
合
会
が
あ
る
の
か
、
民
間
の

友
好
団
体
で
あ
る
貴
協
会
に
は

政
府
か
ら
の
政
治
的
支
援
や
経

済
的
援
助
は
な
い
の
か
？

（
府
）
援
助
を
受
け
て
い
る
団

体
も
あ
る
が
、
我
々
は
自
立
し

た
民
間
の
友
好
団
体
で
す
。

（
社
）
大
阪
府
連
の
歴
史
、
会

員
数
、
な
ど
に
つ
い
て

（
府
）
会
員
数
は
文
革
や
天
安

門
事
件
、
尖
閣
諸
島
の
問
題
で

増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

（
府
）
中
国
の
発
展
段
階
を
国
家
資
本

主
義
と
と
ら
え
る
論
者
も
い
る
が
、
ど

う
お
考
え
か
？

（
社
）
中
国
は
ベ
ト

ナ
ム
、
キ
ュ
ー
バ
、

北
朝
鮮
と
同
様
に
社

会
主
義
へ
の
道
を
歩

ん
で
い
る
。

（
府
）
北
朝
鮮
は
社

会
主
義
国
だ
ろ
う
か
？

昨
日
の
核
実
験
は
ご

存

知

と

思

う

が

。

（
社
）
そ
の
原
因
は

ア
メ
リ
カ
に
あ
る
。

（
府
）
秋
に
予
定
さ

れ
て
い
る
党
大
会
の

ポ
イ
ン
ト
は
何
か
？

（
社
）
近
々
報
告

が
発
表
さ
れ
る
の

で
そ
れ
を
読
ん
で

ほ
し
い
。

（
社
）
社
会
主
義

を
研
究
す
る
学
会

は
あ
る
か
？
研
究

交
流
を
し
た
い
。

（
府
）
後
で
紹
介

す
る
。

懇
談
で
は
中
身

の
濃
い
、
な
ご
や

か
な
や
り
取
り
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
本
日
帰
国
と
い
う

あ
わ
た
だ
し
い
中
、
壁
に
掲
示
さ
れ
て

い
た
燕
山
中
学
と
の
交
流
の
写
真
や
平

和
と
友
好
の
旅
、
な
か
で
も
こ
の
10
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
西
安
、
延
安
の

旅
」
に
は
大
き
な
関
心
を
も
っ
て
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

中
国
社
会
科
学
院
と
は

１
９
７
７
年
に
設
立
さ
れ
た
哲
学
、

社
会
科
学
研
究
の
最
高
学
術
機
構
（
北

京
建
国
門
内
大
街
）
。
研
究
所
31
、
研

究
セ
ン
タ
ー
45
、
研
究
員
３
２
０
０
人
、

総
勢
４
２
０
０
人
を
有
す
る
政
府
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
。
各
省
・
直
轄
市
に
も
設

立
さ
れ
て
い
る
。
世
界
各
国
の
研
究
機

関
と
日
常
的
に
交
流
し
て
い
る
。

（
石
井

勉
）
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東
大
阪
支
部
役
員
会
は
毎
月
、
会

場
の
喫
茶
店
で
差
し
入
れ
の
お
菓
子

と
飲
み
物
を
注
文
し
て
、
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
開
い
て
い
ま
す
。

８
月
の
役
員
会
は
10
月
の
日
中
交

流
茶
話
会
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し

ま
し
た
。
北
郷
副
支
部
長
が
９
月
中

旬
中
国
へ
行
き
ま
す
の
で
定
例
の
第

三
金
曜
日
を
第
二
週
に
変
更
で
す
。

他
団
体
の
役
員
の
方
も
参
加
で
き

る
よ
う
日
程
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

会
議
で
は
支
部
会
員
の
動
き
や
府
連

の
取
り
組
み
も
報
告
し
、
行
事
へ
の

参
加
を
強
め
て
い
く
よ
う
、
意
志
統

一
し
て
す
す
め
て
い
ま
す
。

（
栗
山
俊
子
）

東
大
阪
支
部

毎
月
役
員
会
開
催

府連通信
2017年９月号

中
国
社
会
科
学
院
一
行
と
懇
談

夏
期
募
金
あ
り
が
と
う

８
月
末
現
在
50
名
か
ら
、
15
万

円
の
募
金
を
頂
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
取
組
ん
で
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

９月２３日（土）14：00～ドーンセンター大会議室

①記念講演「教科書から消されてゆく南京」

②結成集会。これからの取り組みと意義

③11/26の企画紹介「映像・外国人が見た南京大虐

殺」「兵士が眼にした南京大虐殺」など

「８０年目の南京」結成集会
日中戦争開戦８０年・日中国交回復４５周年記念

１０月８日（日）14：00～16：30

天満橋ドーンセンター５階特別会議室

講演：紅谷章子さん 元大阪夕陽丘学園高校校長

「戦地からの手紙」ー父と日中戦争ー

「講演とパネルディスカッション」

１０月１日（日）12：30～16：00

かわち勤労会館２階（近鉄荒本駅東へ５分）

参加費６００円。昼食とお茶を用意します。

申し込み締め切り9/20 定員５０名

連絡先：栗山 ☎ 072-987-1832

東大阪日中友好茶話会



８
月
20
日
、
前
回
の
役
員
会
（
６
月

22
日
）
以
後
の
活
動
の
総
括
と
10
月
の

総
会
ま
で
の
取
り
組
み
を
討
議
し
ま
し

た
。
６
月
の
団
扇
き
り
え
講
習
会
や
７

月
の
日
中
不
再
戦
宣
伝
行
動
、
太
極
拳

教
室
、
組
織
強
化
や
総
会
準
備
に
つ
い

て
論
議
、
会
員
60
台
後
半
を
目
標
に
総

会
を
迎
え
よ
う
と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

１
０
０
期
を
迎
え
る
太
極
拳
教
室
、

２
０
０
号
を
迎
え
る
西
支
部
ニ
ュ
ー
ス
、

30
万
ア
ク
セ
ス
を
迎
え
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
記
念
し
た
つ
ど
い
を
計
画
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

九
月
か
ら
中
津
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
、
第
99
期
太
極
拳
教
室
が
始
ま
り
ま

し
た(

毎
週
木
曜
日
六
時
半
か
ら
見
学

は
随
時
可)

。
健
康
増
進
を
目
的
に
進

め
て
い
ま
す
が
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動

き
と
、
武
術
と
し
て
の
効
率
の
い
い
動

き
が
、
腰
痛
や
自
律
神
経
の
改
善
予
防
、

老
化
防
止
に

も
効
果
的
で

す
。
太
極
拳

は
も
と
も
と

武
術
で
す
か

ら
、
若
い
方

に
は
独
特
の

動
き
と
し
て

の
型
が
お
も

し
ろ
く
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

楽
し
い
宴
会
で
「
ビ
ー
ル
を
飲
み

す
ぎ
た
か
な
？
え
～
っ
と
、
ト
イ
レ
は
・
・
・
」

そ
ん
な
時
「
方
便
，
方
便
。
（
ち
ょ
っ

と
お
手
洗
い
）
」
と
言
っ
て
席
を
立
っ

た
ら
「
你
说
的
普
通
话
说
得
真
地
道

（
通
な
言
い
方
す
る
ね
ぇ
）
。
」
エ
ラ

イ
褒
め
て
く
れ
ま
し
た
。

「
我
想
去
厕
所
（
便
所
に
行
き
た
い
）
。
」
っ

て
あ
ま
り
言
わ
な
い
そ
う
で
す
。
「
洗

手
间
在
哪
儿
（
お
手
洗
い
は
ど
こ
）
？
」

が
一
般
的
？
か
つ
て
若
い
女
の
子
た
ち

の
間
で
流
行
っ
た
「
上
一
号
（
個
室
に

行
く
）
。
」
は
ま
だ
使
わ
れ
て
い
る
ん

で
し
ょ
う
か
？
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10
月
７
日
堺
支
部
再
建
総
会
と
公

開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
記
念
講

演
は
中
国
の
一
帯
一
路
や
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ

政
策
と
日
本
の
針
路
を
テ
ー
マ
に
、

な
ぜ
、
中
国
の
経
済
が
、
国
際
的
に

注
目
さ
れ
て
い
る
の
か
、
山
本
恒
人

大
阪
府
連
副
会
長
が
講
演
し
ま
す
。

総
会
は
２
時
か
ら
、
公
開
講
座
は

３
時
か
ら
、
終
了
後
意
見
交
換
も
行

い
ま
す
。
会
場
は
千
手
院
（
堺
市
南

区
美
木
多
上
１
２
０
０
番
地
）
で
す
。

参
加
資
料
代
は
５
０
０
円
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
，
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

講
演
は
「
中
国
の
経
済
は
、
今
、

ど
う
な
っ
て
い
る
？
や
は
り
、
マ
ス

コ
ミ
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
厳
し
い

状
況
な
の
か
？
本
当
の
と
こ
ろ
は
？
」

な
ど
の
疑
問
に
こ
た
え
ま
す
。

ま
た
「
一
帯
一
路
」
政
策
や
「
Ａ

Ｉ
Ｉ
Ｂ
」
の
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
講
座
は
、

こ
の
二
つ
の
政
策
の
目
指
し
て
い
る

も
の
は
何
か
？
日
本
に
与
え
る
影
響

は
？
中
国
経
済
の
実
際
は
ど
う
な
の

か
？
な
ど
の
疑
問
に
応
え
、
的
確
な

資
料
を
提
供
し
ま
す
。
多
く
の
方
々

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

堺
支
部

再
建
総
会
と
公
開
講
座

第１回 ９月２５日（月）10：00～11：30

第２回 ９月２５日（月）18：30～20：00

第３回 ９月３０日（土）10：00～11：30

会場：日中友好協会 中国語教室（初心者の方）

北区芝田2-3-19 東洋ビル本館 ２０５

中国語講座無料入門レッスン

彼
と
の
思
い
出
は
、
短
い
付
き
合

い
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
尽
き
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

前
職
が
民
主
商
工
会
の
出
身
な
の

で
、
公
金
の
扱
い
は
丁
寧
で
且
つ
正

確
で
し
た
。
こ
の
事
が
全
て
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
彼
は
読

書
家
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
よ
く
理

解
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
で
も
、
ま
れ
に
年
の
若
さ

で
曲
解
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
時
々
激

論
を
交
わ
し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
限
り
で
は
個
性
豊
か
な
人
だ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

感
心
し
た
の
は
ま
ず
映
画
「
望
郷

の
鐘
」
の
上
映
運
動
の
ア
イ
デ
ア
で

す
。
東
大
阪
限
定
版
の
冊
子
六
百
冊

以
上
を
作
っ
た
り
、
そ
れ
に
刺
激
さ

れ
て
私
と
栗
山
支
部
長
は
映
画
専
用

の
名
刺
や
「
暑
中

見
舞
い
」
を
作
っ

た
の
も
思
い
出
の

一
つ
で
す
。

映
画
上
映
翌
春

の
「
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
」
へ
の

一
泊
バ
ス
ツ
ア
ー
に
も
い
ろ
ん
な
ア

イ
デ
ア
を
発
揮
し
、
大
成
功
を
遂
げ

た
の
も
彼
の
手
際
よ
さ
や
気
配
り
の

光
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
彼
は
事
務

局
長
と
し
て
は
最
高
の
人
材
で
し
た
。

又
、
彼
は
常
に
「
私
達
は
愚
直
に
過

去
の
日
本
政
府
の
侵
略
戦
争
で
の
全

ア
ジ
ア
へ
の
加
害
行
為
を
告
発
す
る
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

い
い
面
の
み
を
列
記
し
ま
し
た
が
、

も
っ
と
凄
い
の
は
一
升
瓶
で
も
ウ
イ

ス
キ
ー
で
も
目
の
前
に
あ
っ
た
ら
必

ず
空
に
す
る
の
が
信
条
、
一
回
だ
け

彼
の
家
で
私
も
朝
ま
で
誘
わ
れ
一
番

電
車
で
帰
る
つ
も
り
が
駅
へ
行
っ
た

ら
も
う
三
番
電
車
だ
っ
た
の
で
す
。

最
高
の
事
務
局
長
は
私
よ
り
九
歳
も

若
く
、
あ
ま
り
に
早
い
旅
立
ち
に
呆

然
と
し
て
い
ま
す
。

（
８
月
２
日
、
亡
く

な
ら
れ
た
熊
原
元
直

さ
ん
を
偲
ん
で
新
事

務
局
長

松
原
弘
太
郎
）

熊
原
元
直
事
務
局
長
の
思
い
で

大阪府内と関西のきりえサークル会員・愛好家・

作家の近作を展示します。（入場無料）

10月18日（水）13：00～ 22日（日）15：00

10/19～21は10：00～17：00

大阪市立住まいのミュージアム・ギャラリー

第４０回全大阪きりえ美術展

西
支
部

99
期
太
極
拳
教
室
ス
タ
ー
ト

実
践

中
国

語

こ
ん
な
時
ひ
と
こ
と

「
ち
ょ
っ
と
お
手
洗
い
」


